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　最終予算額　 （Ａ)

　決　算　額 （Ｂ)

Ｂ(H24はＡ）のうち一般財源

 従事する職員数

 概算人件費 （Ｃ）

　概算事業費　（Ｂ(H24はA)＋Ｃ）

事　業　名 地域中小企業育成プロジェクト事業

06 03 07

平成24年度事務事業評価シート （23年度実施事業分）

事業番号 中期総合計画主要施策番号 2-01,2-06 部・課

中小企業振興センター運営費補助金交付要綱　長野県産業振興戦略プラン

実施方法
国庫･
県単

中小企業振興センターの運営費を委託費及び補助金により実施

実施期間 Ｈ１９ 根拠法令等

県単独事業

①
　
事
 
業
 
の
 
概
 
要
 
等

目　的
(必要性)

・磨けば光る意欲ある中小企業を掘り起こし、新事業（商品開発、販路拡大等）の推進を集中的に支援し地域経済の活性化
を図る。

対　象 ・県内の中小企業（磨けば光る原石）

目指すべき姿 ・磨けば光る元気な中小企業をプロジェクトチームで集中支援し、地域経済の牽引企業に育成する。

事業内容
・長野県中小企業振興センターに、経験分野の異なるコーディネーター３名を配置。
・様々な機関から情報を収集し、磨けば光る企業を発掘。
・専門家等によるプロジェクトチームを編成し、新事業の推進に向けた様々な課題に対する支援を実施。

23年度 24年度（当初）

8,321 8,508

8,508

8,520

②
事
業
コ
ス
ト

区　　分 単位 22年度

　概　算
　人件費

人

23年度事業費の主な内訳

千円 8,520 8,508 補助金(中小企業振興センター)：8,520千円（県単・補助）

千円 8,321 8,520 ―

千円

0.05 0.05 0.05

千円 8,737 8,933 8,921

千円 416 413 413

③
事
業
実
績

成果指標・活動指標内容 単位 22年度

<効率指標(単位当りｺｽﾄ等)>
相談１件当たりの事業費

千円/件

24年度（見込）

(効率指標　算出式)
決算額 / コーディネータによる相談対応件数

コーディネータ相談対応件数（活） 件

事業ニーズの変化 判
定
の
説
明

□　余地あり

左記以外のH23年度実績

プロジェクト支援新規選定企業数（活） 社 10 10 10

23年度

④
事
業
の
成
果

事業の目標(H23) 事業成果・評価 評価区分

事業改善（有効性・
効率性）の余地

□　余地あり

⑥
総
合
分
析
等

総合分析
(今後の課題、
取組方針等)

・関係機関等と連携して、引き続き、技術や製品開発から販路開拓まで一貫して総合的な支援をしていく。
・次世代産業の創出を目指し、「健康・医療」、「環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ」、「次世代交通」の３つの成長分野の実現化に特化
するとともに、国内の有望市場から海外展開も視野に入れた戦略的・実践的な支援計画を策定し、その計画に基
づき集中的に支援を行っていく。

特記事項
長野県ものづくり産業振興戦略プラン(Ｈ２４．３策定)において、本事業は重点プロジェクトの一つに位置づけられ
ている。

□　余地なし

⑤
事
業
の
課
題

区　分

県の関与を見直す
余地

15.72 15.47

・支援期間は概ね３年間を想定していることから、支援期間終了
後は企業の自立化に向けた経営支援を継続して行う。
・長期の展望に立った産業の活性化を目指す上で、県の関与は
必要である。

b
期待どおり

■　横ばい □　減少

■　当面余地なし

□　増加

550

・プロジェクトで支援する新規企業数：１０社

（選定企業は、約３年間継続で支援。
　年間の支援企業総数は30数社。）

・新規プロジェクト支援企業数：１０社
（平成23年度はプロジェクト支援決定企業46社に支援を実施している。平
成23年度の支援期間終了企業は１６社）
一部の企業では技術、開発段階がほぼ終了し、販売への取組みが進みつ
つある。

14.70

□　余地なし ■　当面余地なし

566 542

判　定　・　説　明

内　線

E-mail

担
当
課

商工労働部経営支援課

2958

keieishien@pref.nagano.lg.jp


